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論文内 容の要 t:::. 
国

本論文は，分布定数回路網の構成素子として重要な分布結合線路ω解析とそω応用 lζ|却する研究を

まとめたもので， 5 章よりなっている。

第 l 章は序論であって，分布定数回路網の構成素子としての分布結合線路の重要性を述べるととも

に，本研究のこの分野における地位を明らかにしている。

第 2 章は，不均一 2 線条分布結合線路の理論および応用について述べたもので，著者は，結合度が

線路に沿って連続的に変化する不均一分布結合線路を分布定数回路網の新らしい構成素子として取り

挙げ，この線路の一般的な解析をインミタンス・マトリクスを用いて行ない，その代表的な応用例と

して，折り返し形分布結合オーノレ・パス回路と分布結合形方向性結合器について考察し，この線路と

単線条不均一線路との等価性を導出し，これらの回路を構成する際には，従来の単線条線路の理論が

そのまま適用できることを示している。

第 3 章は，著者の提案した新らしい 2 線条線路構造として， 2 種類のスリット結合ストリップ線路

について述べたもので，回路構成論より要求される特性インピーダンスの値から線路の各部のす法を

決定するための設計公式を等角写像法により第 3 種楕円積分を用いて厳密に導き，さらに，設計の便

のため，計算図表を示している D

第 4 章は， 3 線条ストリッフ。線路について述べたもので，等長均一伝送線を用いた分布定数回路網

を構成する際の規準回路として 3 線条線路を導入し，従来ほとんど取り挙げられていなかった線路定

数と実際の線路の構造，す法の関係を，直交モード重畳法を用いて解析・し，さらに，等角写像法によ

って設計公式を導き，従来のようにカット・アンド・トライ法によらずに構造，寸法を決定できるこ

とを示している。

第 5 章は結論であって，本研究の成果を総括して述べている。
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論文の審査結果の要旨

分布定数回路網を構成する際には，分布結合線路は重要な構成素子であるが，著者は，不均一性と

分布結合効果の両者の特徴を併用した不均一分布結合線路の一般的な解析を行ない，また，著者の提

案した 2 種類のスリット結合ストリップ線路は構造が比較的簡単で，しかも実用上の要求をほぼ完全

に満足した線路構造であり，さらに， 3 線条線路の解析は，カット・アンド・トライ法によることな

く構造，す法を決定できるという大きな特徴を有している D

以上のように本論文は回路網構成法の発展に寄与するところが大きく，博士論文として価値あるも

のと認める口
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